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研究の概要 

 

近年の国際的動向として、化学物質の生態影響を評価する試験において動物福祉への配慮が必須と

なっている。魚類の急性毒性試験については動物福祉に配慮した代替法が確立しつつある一方で、慢

性毒性の予測には未だ不確実な点が多い。 

本研究では、動物福祉と影響メカニズムを考慮した化学物質管理に向けて、短期間の曝露時におけ

る魚類の遺伝子発現の応答から慢性影響を推定する手法の確立を目指す。特にミナミメダカ（Oryzias 

latipes）から水中に放出される RNA（=環境 RNA）に着目し、その発現解析から tPOD（transcriptomic 

Point of Departure）を導出する。具体的には微生物の RNAなどが豊富に存在する中からメダカ由来

の環境 RNA を選択的に解析する手法を開発する。さらに作用機序の異なる 6 種以上の化学物質につい

て短期間の曝露実験を行い、開発手法によって tPOD を導出する。導出した tPOD 値を既報の慢性毒性

値と比較することで、提案手法の適用可能範囲や感度を明らかにする。 

提案手法は非侵襲的な tPOD 導出法という点で、OECD におけるオミクス解析の規制利用などの国際

動向と一致しており、将来的には国際標準試験法として国内外の化学物質管理への貢献が期待できる。 
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研究の全体概要図 

 

 


